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その他活動報告

　本研究所の常圧低酸素室は、前嶋孝名誉教

授が試作・設置した。これまでに、スピードス

ケートのオリンピック代表を輩出するなど、一

線級のトレーニングに活用されてきた。これま

でにスピードスケートのトレーニングとしての

活用、スキーの冬季トレーニング前高地適応

準備としての活用、競泳トレーニングとして活

用されてきた。2017年度より、本学陸上競技

部の箱根駅伝出場権獲得に向けトレーニング

プログラム支援が始まり、2シーズンを経過し

た。また、時を同じくして研究所の共同研究・

委託研究として低酸素トレーニング支援シス

テムの開発も2年が過ぎようとしている。

　これまで同様、本学体育会強化部へのトレ

ーニング支援および所員研究の2本柱を主と

して活用されている。本学体育会強化部への

低酸素トレーニン支援は従前からのスピード

スケート部、水泳部（競泳）に加え、陸上競技

部、カヌー部を中心に行っている。本施設を利

用するにあたり、所員より低酸素室利用上の

注意および低酸素トレニーニングの意義・目

的とした内容について1時間程度の講習を実

施する学生よび指導者に説明を行い、テスト、

適応チェック、トレーニングプログラム立案の

アドバイスを行っている。実際として、スピー

ドスケート部はオフシンーズン中のトレーニ

ングとして活用しており、すべての学生が実施

している。水泳部（競泳）は水中トレーニグの

代用および強化期に適正確認がとれた希望者

を中心に実施している。陸上競技部において

は、適正確認を基に監督・コーチ指導ののもと

行なっている。カヌー部においてもスピードス

ケート部同様に練習環境の確保が難しいこと

があり、水上トレーニングの代替として実施を

始めたところである。

　これまでの経緯、現在の活用と今後につい

て、以下にまとめた。

①これまでの活動
　2016年以前においては、該当教員における

研究活動、教育活動、および本学体育会強化

部のトレーニング環境の一環として場の提供

を行ってきた。スピードスケート部を中心とし

てオフシーズントレーニングを実施、スキー部

においてはシーズンイン直前入山前の高地順

応の短縮を目的とした環境適応の促進として

主に利用されてきた。スピードスケートにおい

ては、ソルトレイク冬季オリンピックでの白幡

選手のトレーニングに科学的に客観的な指標

を基に取り組まれた。その後、2009年より競

泳選手の活用が始まり、表1のような記録の向

上に一役を担っていることが確認されている。

これらのことを踏まえ、現在の多競技、多レベ

ルへの応用のきっかとなっている。

②陸上競技部のトレーニング支援
　2017年度から本格的に陸上競技部の強化

支援の1つとして低酸素環境の提供および

低酸素トレーニングのプログラム立案への支

援が開始された。同様のサポートを引き続き

2018年度も行い、箱根駅伝の予選会に挑んだ

が、目標である本戦出場には至らなかった。こ

の2年間（2017、2018年度）の記録変化につ

いて陸上部から提供されたデータをもとに表

2にまとめた。記録変化から低酸素トレーニン

グが一定の記録向上を担う可能性が見られる

が、詳細な分析・検討は陸上競技部でされて

おり、本報告では概略にとどめる。記録変化お

よび箱根駅伝本戦の結果を踏まえ、2019年度

に向けての強化方針を確認し、スピード化に

対応すべくトレーニングプログラムの実施お

よび今後は記録だけなくトレーニング効果の

フィードバックを生理指標ともに積極的に取

り入れていく確認を行い、現在検討・進行して

いる。
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③外部委託研究によるトップアスリート、
一般ユーザーへの支援
　2017年度より、アルファチェンジ社の産学

連携委託研究として「低酸素トレーニング支

援システムの開発」を行っている。具体的には

これまでに前嶋名誉教授、所員が蓄積してき

た大学スポーツ選手のトレーニングに基づく

生理的変化を、多競技に渡ったトップアスリー

トから一般ユーザーに変換し適切な低酸素ト

レーニングプログラム支援へと繋げていくこ

とを目的としている。

　現在はプロスポーツ選手としてプロボクシ

ング、競輪選手を中心として行っているもの、

一般ユーザーには20歳代から70歳前半と老

若男女、体力レベル、運動経験を問わずに低酸

素トレーニング支援の実地評価を実施してい

るものを並行して行っている。

　ボクサー1名は世界タイトルマッチ（第3国

開催、12ラウンド判定負け）、1名については東

洋タイトルマッチ（5ラウンドKO勝ち）のサポ

ートを行った。内省報告として初めて経験する

ラウンドを重ねても体の動きが維持でき、また

副効果としてパンチ力（パワー）の増加を本人

の主観的な感想およびトレーナーや対戦相手

からの感想があったとの報告があった。

　競輪選手においては、競輪競技の特性を考

慮してのプログラム支援が実施されている。ま

た競走得点が実際の評価基準となっているこ

とから、競走得点の変化に着目している。実際

のトレーニング支援においては、生理指標を

記録し、記録されたデータをもとに生理応答を

もとにアップデートしている。図1にある選手

は、連戦する開催の合間に主たるトレーニング

プログラムとして実施し、その結果、図のよう

に競走得点が向上した（2017年度報告）。図

2にある選手は、一定期間競走に出場すること

を自粛し、8週間（11月中旬～1月上旬）トレー

ニングを重点的に行った。トレーニング支援前

は競走得点の推移は静かなものであったが、

トレーニングを経ての競走得点の向上に一定

のトレーニング効果があったことが伺える。こ

のように、状況に応じたトレーニング支援の開

発が進んでいる。

④講習会、外部研修会の実施
　学内者利用者については利用に先立ち、1回

1時間程度の講習会を行い、利用に際しての注

意事項、見込まれる効果を、学生および指導者

に実施している。

　また低酸素トレーニング協会主催の「低酸

素トレーナー講習会」の時任所員、前嶋名誉教

授の担当する演習を本施設にて年1回実施し

ている。

⑤今後の活用
　今後、これまでの活動に加え、所員の活動と

して東京2020オリンピック、パラリンピック

に向けたサポートも増えてくることが計画・想

定されている。これまでの利用者も合わせる

と、相当数の利用が見込まれるが、限られた施

設を有効に活用するためも利用状況に合わせ

た施設面および人的整備も必要となってくる

と思われる。

付記
　本報告は、株式会社アルファーチェンジ委託研究
「低酸素トレーニング支援システムの開発」事業（2年
目）に基づく内容、および専修大学スポーツ研究所
2018年度グループ研究「運動および健康、教育に関
する基礎的研究」として行ったものである。


